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映
画
制
作
課
程
の
あ
る
大

学
が
イ
チ
オ
シ
の
一
本
を
持

ち
寄
り
、
上
映
す
る
。
映
画

は
観
客
の
目
に
触
れ
て
完
成

す
る
芸
術
。
一
般
の
観
客
の
反

応
を
知
り
、
プ
ロ
の
映
画
人

か
ら
批
評
を
し
て
も
ら
う
。

制
作
者
が
成
長
す
る
ス
テ
ッ

プ
と
な
る
。
こ
の
「
夢
」
を

実
現
さ
せ
た
の
が
文
化
庁
・

本
学
主
催
の
「
大
学
連
携
に

よ
る
映
画
人
育
成
の
た
め
の

上
映
会
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）」
だ
。

16
の
大
学
が
参
加

「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
」は「Superior, 

Trem
endous,Energetic 

and Progressive

」
の
頭

文
字
か
ら
と
っ
た
略
称
だ
。

若
者
ら
し
く
斬
新
で
意
欲
的

な
作
品
を
世
に
問
う
意
気
込

み
を
示
す
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
を
企
画
・
運
営

し
た
齊
藤
教
授
が
経
緯
を
語

る
。「
映
画
制
作
を
正
課
で

教
え
る
大
学
は
多
い
が
、
横

の
つ
な
が
り
が
な
か
っ
た
。

大
学
同
士
が
手
を
結
び
産
学

官
の
連
携
を
図
り
、
教
育
研

究
を
拡
充
し
よ
う
と
全
国
15

の
大
学
が
平
成
24
年
３
月
に

『
全
国
映
画
教
育
協
議
会
』

を
設
立
し
ま
し
た
」。
組
織

を
立
ち
上
げ
、
活
動
テ
ー
マ

を
探
し
た
。「
研
究
事
務
課

か
ら
、
文
化
庁
の
『
次
代
の

文
化
を
創
造
す
る
新
進
芸
術

家
育
成
事
業
』
へ
の
応
募
を

勧
め
ら
れ
、申
請
し
ま
し
た
」

意
欲
的
な
構
想
が
評
価
さ

れ
、
25
年
度
か
ら
３
年
間
で

採
択
さ
れ
た
。
初
年
度
の
参

加
校
は
主
催
校
の
本
学
を
は

じ
め
、
桜
美
林
▽
大
阪
芸
術

▽
京
都
造
形
芸
術
▽
神
戸
芸

術
工
科
▽
宝
塚
▽
東
京
芸
術

▽
東
北
芸
術
工
科
▽
名
古
屋

学
芸
▽
日
本
映
画
▽
立
命
館

▽
早
稲
田
の
12
大
学
。
26
年

度
は
東
京
工
芸
▽
東
京
造
形

▽
武
蔵
野
美
術
の
３
大
学
が

新
た
に
参
加
。
27
年
度
は
城

西
国
際
が
加
わ
り
16
大
学
と

な
っ
た
。

初
年
度
は
新
宿
の
名
画
座

で
３
月
中
旬
に
４
日
間
開

催
。
26
、
27
年
度
は
新
宿
の

ミ
ニ
シ
ア
タ
ーK’s cinem
a

に
会
場
を
移
し
、
同
時
期
に

６
日
間
開
催
し
た
。
各
校
の

推
薦
１
作
品
が
期
間
中
に
２

〜
３
回
か
け
ら
れ
、
監
督
、

撮
影
、
脚
本
、
美
術
と
い
っ

た
分
野
の
第
一
人
者
が
作
品

を
講
評
す
る
。
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
と

は
別
に
、
文
化
庁
の
助
成
を

受
け
、
プ
ロ
の
支
援
を
得
て

制
作
さ
れ
た
若
手
作
家
の
映

画
も
か
け
ら
れ
た
。
映
画
制

作
者
を
目
指
す
先
輩
の
作
品

に
触
れ
、
学
生
は
大
い
に
創

作
意
欲
を
刺
激
さ
れ
た
。

「
入
場
料
は
無
料
で
、
時
期

も
春
休
み
と
い
う
好
条
件
。

最
初
は
観
客
数
３
０
０
人
程

度
で
し
た
が
、
27
年
度
は
１

千
人
を
超
え
ま
し
た
。
半
数

は
一
般
客
だ
と
思
い
ま
す
。
年

間
30
〜
40
本
が
作
ら
れ
る
本

学
部
で
も
、
学
外
で
作
品
を

披
露
す
る
機
会
は
多
く
な

い
。
著
名
な
映
画
人
が
自
分

の
作
品
を
批
評
し
て
く
れ
る

の
は
、
若
手
映
画
人
に
と
っ

て
大
き
な
励
み
に
な
り
ま
す
」

「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

通
じ
て
大
学
間
の
結
び
付
き

が
強
ま
り
、
意
見
交
換
の
場

も
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
映

画
業
界
に
私
た
ち
の
教
育
・

研
究
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
い
い

機
会
で
し
た
」

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
は
27
年
度
で
打

ち
切
り
と
な
っ
た
が
、
成
果

は
大
き
か
っ
た
。「
何
ら
か

の
形
で
、
同
じ
よ
う
な
活
動

を
続
け
た
い
」
と
、
次
の
連

携
事
業
を
模
索
す
る
。

フ
ィ
ル
ム
で
基
礎
を
学
ぶ

２
０
０
０
年
代
に
入
り
映

画
は
撮
影
か
ら
上
映
ま
で
デ

ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
映
画
学
科
で
は
フ
ィ

ル
ム
に
よ
る
映
画
制
作
を
今

で
も
学
生
に
学
ば
せ
る
。

「
デ
ジ
タ
ル
化
は
フ
ィ
ル

ム
技
術
の
特
性
を
デ
ジ
タ
ル

技
術
に
置
き
換
え
た
も
の
に

す
ぎ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
基
礎

的
な
技
術
は
フ
ィ
ル
ム
に
あ

り
ま
す
。
こ
こ
数
年
で
よ
う

や
く
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
フ
ィ

ル
ム
表
現
に
追
い
つ
い
て
き

た
。
フ
ィ
ル
ム
は
現
像
す
る

ま
で
映
像
を
見
ら
れ
ま
せ
ん

が
一
コ
マ
一
コ
マ
を
大
切
に

す
る
と
い
う
、
作
る
者
の
心

構
え
も
含
め
て
、
教
え
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
」

映
画
学
科
は
映
像
表
現
・

理
論
、
監
督
、
撮
影
・
録
音
、

演
技
の
４
コ
ー
ス
に
分
か

れ
、
齊
藤
教
授
は
主
に
監
督

コ
ー
ス
で
教
え
る
。
た
だ
、

映
画
制
作
は
共
同
作
業
。
他

コ
ー
ス
の
学
生
も
共
に
学

ぶ
。「
一
つ
の
目
的
に
向
か

っ
て
意
見
を
戦
わ
せ
、
お
互

い
に
理
解
し
合
う
。
ど
ん
な

社
会
で
も
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
。
そ
れ
を

身
に
つ
け
る
の
に
映
画
は
い

い
教
材
だ
と
思
い
ま
す
」

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
と
パ
ソ
コ

ン
が
あ
れ
ば
、
素
人
で
も
映

画
を
作
れ
る
時
代
。「
だ
か

ら
こ
そ
映
像
創
作
を
教
え
る

大
学
の
価
値
が
上
が
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
分

た
ち
で
勝
手
に
作
っ
て
い
て

は
分
か
ら
な
い
こ
と
を
学
べ

ま
す
」

　

物
理
学
を
専
攻
し
た
動
機

は
、一
番
基
礎
的
な
学
問
だ
っ

た
か
ら
。
そ
の
中
で
も
磁
石
は

く
っ
つ
い
た
り
、
反
発
し
た
り

と
、
紀
元
前
か
ら
科
学
論
議

の
あ
っ
た
古
い
学
問
だ
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
思
議
な

性
質
の
全
容
が
未
だ
に
解
明

さ
れ
尽
く
し
て
い
な
い
。
そ
れ

が
魅
力
で
、
新
た
な
発
見
を

と
い
う
意
気
込
み
が
研
究
を

支
え
る
糧
に
な
っ
た
と
い
う
。

大
学
院
修
士
ま
で
は
イ
ン

バ
ー
合
金
と
呼
ば
れ
る
熱
膨

張
率
と
か
磁
気
特
性
に
特
異

な
性
質
を
示
す
材
料
の
原
因

究
明
に
没
頭
す
る
。

そ
し
て
、
簡
単
に
磁
極
を

反
転
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

ア
モ
ル
フ
ァ
ス
金
属
に
着

目
。
そ
の
研
究
の
世
界
的
な

リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
米
ペ
ン

シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
に
留
学
し

て
、
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。

ア
モ
ル
フ
ァ
ス
磁
石
は
変
圧

器
の
鉄
心
に
利
用
さ
れ
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
損
失
の
大
幅
な
削

減
に
貢
献
し
た
。

M
O
か
ら
H
D
D
へ

最
初
に
勤
め
た
日
立
製
作

所
で
は
、
発
売
さ
れ
た
ば
か

り
の
光
磁
気
（
Ｍ
Ｏ
）
デ
ィ

ス
ク
の
媒
体
の
開
発
に
従
事

す
る
。
レ
ー
ザ
ー
光
と
光
磁

気
記
録
媒
体
で
構
成
さ
れ
た

機
器
で
、
当
時
は
光
デ
ィ
ス

ク
で
デ
ー
タ
の
書
き
換
え
が

可
能
だ
っ
た
の
は
Ｍ
Ｏ
の
み

だ
っ
た
。
担
当
し
た
仕
事
は

デ
ィ
ス
ク
に
付
け
る
記
録
媒

体
材
料
の
開
発
で
あ
り
、
こ

れ
も
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
材
料
だ

っ
た
の
で
、
大
学
で
の
経
験

が
た
い
へ
ん
役
に
た
っ
た
。

と
は
い
え
、「
Ｍ
Ｏ
デ
ィ

ス
ク
」
と
も
呼
ば
れ
て
多
用

さ
れ
た
光
磁
気
デ
ィ
ス
ク

も
、
20
年
も
し
な
い
う
ち
に

市
場
か
ら
消
え
た
。

続
い
て
研
究
の
中
心
と
な

っ
た
の
は
、
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス

ク
（
Ｈ
Ｄ
Ｄ
）
の
磁
気
ヘ
ッ

ド
の
開
発
だ
っ
た
。
パ
ソ
コ

ン
の
要
と
な
る
Ｈ
Ｄ
Ｄ
は
、

デ
ー
タ
の
記
憶
に
磁
性
体
を

利
用
す
る
装
置
。
磁
性
体
を

表
面
に
成
膜
し
た
円
盤
の
磁

気
デ
ィ
ス
ク
を
回
転
さ
せ
る

一
方
、
レ
コ
ー
ド
の
針
の
よ

う
な
磁
気
ヘ
ッ
ド
が
磁
界
を

発
生
さ
せ
て
磁
性
体
を
磁
化

し
て
デ
ー
タ
を
書
き
込

ん
だ
り
、
磁
界
の
変
化

を
検
知
し
て
デ
ー
タ
を

読
み
出
し
た
り
す
る
記

録
装
置
で
あ
る
。

も
と
も
と
、
磁
場
を

か
け
る
と
電
気
抵
抗
が

変
化
す
る
「
磁
気
抵
抗

効
果
」
と
い
う
現
象
を

活
用
す
る
こ
と
で
再
生

の
感
度
が
上
が
る
こ
と
は
分

か
っ
て
い
た
が
、
１
９
８
７

年
の
「
巨
大
磁
気
抵
抗
効

果
」
の
発
見
で
、
さ
ら
に
進

展
（
２
０
０
７
年
ノ
ー
ベ
ル

賞
）。
今
で
は
記
録
密
度
が

以
前
の
10
倍
以
上
に
達
し
、

Ｈ
Ｄ
Ｄ
の
大
容
量
化
、
小
型

化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

技
術
の
進
歩
は
日
進
月
歩

で
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る

が
、
こ
れ
に
連
動
し
て
磁
気

ヘ
ッ
ド
の
構
造
の
向
上
や
記

憶
媒
体
そ
の
も
の
の
材
料
や

厚
さ
の
設
計
が
常
に
求
め
ら

れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

　
「
パ
ソ
コ
ン
に
使
わ
れ
て
い

る
磁
気
デ
ィ
ス
ク
に
は
、
画

像
や
音
声
な
ど
の
情
報
を
、

磁
気
を
用
い
て
記
録
で
き

る
。
こ
の
よ
う
に
磁
気
記
録

装
置
の
高
性
能
化
を
進
め
、

人
に
役
立
つ
よ
う
に
す
る
の

が
我
々
の
目
標
」
と
語
る
鈴

木
教
授
。
た
だ
し
Ｈ
Ｄ
Ｄ
が

非
常
に
高
度
に
な
っ
て
、
ナ

ノ
（
10
億
分
の
１
）
㍍
単
位

の
微
小
な
磁
石
が
相
手
と
な

っ
た
現
状
で
は
、
実
験
の
結

末
を
直
接
目
に
す
る
こ
と
は

た
い
へ
ん
難
し
く
な
っ
た
。

こ
の
た
め
、
実
験
の
結
果

を
ま
ず
計
算
機
で
シ
ュ
ミ
レ

ー
シ
ョ
ン
す
る
の
が
現
在
の

研
究
最
前
線
の
模
様
。
ど
う

い
う
も
の
を
作
れ
ば
、
ど
う

い
う
結
果
に
な
る
の
か
を
理

論
的
に
立
証
し
て
、
研
究
の

行
方
に
あ
る
程
度
の
目
算
を

つ
け
る
わ
け
で
あ
る
。

試
行
錯
誤
の
ロ
ス
避
け
る

理
論
と
実
験
の
ギ
ャ
ッ
プ

を
計
算
機
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
埋
め
、
膨
大
な
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
す
と
い
う
ロ
ス

を
避
け
る
。
そ
ん
な
マ
イ
ク

ロ
マ
グ
ネ
テ
ィ
ク
ス
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
て
、
磁

気
記
録
高
度
化
を
進
め
、
そ

の
基
礎
と
な
る
磁
性
微
粒
子

の
磁
化
反
転
機
構
の
解
明
を

行
う
の
が
、
鈴
木
教
授
が
率

い
る
磁
気
工
学
研
究
室
だ
。

学
生
は
約
20
人
。「
与
え

ら
れ
た
作
業
を
機
械
的
に
こ

な
す
の
で
は
駄
目
。
卒
業
論

文
を
書
く
に
し
て
も
、
テ
ー

マ
が
何
で
、
ど
う
い
う
内
容

を
書
く
か
を
、
ま
ず
自
分
た

ち
で
考
え
さ
せ
る
」
と
鈴
木

教
授
。
と
は
い
え
時
間
は
か

か
る
し
、
な
か
な
か
正
解
に

た
ど
り
着
け
な
い
。
そ
れ
で

も
時
間
を
か
け
て
、
相
手
す

る
の
が
こ
の
研
究
室
の
流

儀
。「
自
分
で
考
え
る
力
や
習

慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
こ
そ

が
、
研
究
者
の
第
一
歩
」
と

の
信
念
だ
か
ら
だ
そ
う
だ
。

齊藤 裕人 教授

鈴木 良夫 教授

芸術学部

工学部

学生の映画制作を支援

齊藤　裕人（さいとう・ひろと）
平成２年本学芸術学部映画学科監督コース卒。７年同
大学院芸術学研究科映像芸術修士、10年同研究科博
士後期単位取得満期退学。７年映画学科助手。専任講
師、助教授を経て、19年教授。研究テーマ「欧米のイ
ンディペンデント映画の調査」「デジタル画像／音響処
理」など。論文「映像制作のためのデジタル研究」な
ど。日本映像学会、美学会に所属。京都府出身。50歳。

文化庁と大学が連携し都内ミニシアターで上映会
観客があってこその映画づくり

磁気記録装置の高度化を追究

鈴木 良夫（すずき・よしお）
昭和53年東京大学理学部卒。55年同大学院理学系研究
科修士課程修了。60年米ペンシルバニア大学工学系研究
科博士課程修了。同年に日立製作所中央研究所。主任研究
員となり、途中に東北大学電気通信研究所の客員助教授を
兼任。平成22年に本学工学部へ移り教授。専門は物理学、
電気電子工学。日本応用物理学会、電子情報通信学会、日
本磁気学会、日本物理学会に所属。神奈川県出身。61歳。

ナノ世界のギャップ埋める計算機シミュレーション
磁石の不思議な性質に一貫して挑む

大学のスタジオで学生に撮影の基礎を
教える

新たな磁性積層膜の作成に向け、学生と研
究に取り組む鈴木教授


